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13:30

ステップ１：はじめに

５分 ・あいさつ

15分 ・前回の記録を確認します。

・庁舎の配置が決まりました。

・本日のプログラムについて確認します。

13:50

ステップ２：市民が必要とする宇部らしい市民活動支援機能について考える

20分 ・第１回目のワークショップでは、たくさんの使い方が提案されました。これ

らの使い方を

１．市民が行政にしてほしいこと（行政⇒市民への情報発信）

２．市民がしたいこと（市民⇒市民への情報発信）

に整理しました。市民にとって必要な宇部市らしい市民活動支援スペースの

あり方について、まずは、情報発信コーナーについて考えましょう。

・はじめに、１．行政から市民へ発信しているいくつかの活動について、説明

してもらいます。

＜今日のテーマ＞

『前回の内容の確認と今回のプログラムを確認する』

『前回の意見を基に、市民が必要とする宇部らしい市民活動支援機能

について考える』

2017.7.15 (sat)

宇部市新庁舎建設
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【グループディスカッション】

14:10 【設問１】情報発信コーナーについてお聞きします。

25分 ・先ほどの説明にあった行政が市民に対して発信している活動を踏まえて考え

てください。情報発信コーナーとして基本計画の中で提案されている①展示

ギャラリー、②図書コーナー、③特産物紹介、④観光案内情報について第一

回目の話し合いの中からいくつかの具体的な使い方イメージが提案されまし

た。これらのコーナーが本当に市民が必要とする宇部らしいコーナーとなる

ためにはどのようなことがポイントになると思いますか？必要性の高いと思

う機能をグループで２つ選んでそのポイントをポストイットに書き出してく

ださい。

① 展示ギャラリー

② 図書コーナー

③ 特産物紹介

④ 観光案内情報

⑤ その他（シティセールス促進など）

【旗上げアンケート】

14:35 【設問２】多目的ホールについてお聞きします。（１つを選択）

20分 ・市民利用施設として位置づけられている多目的ホールは、基本計画では平土

間形式の150～200名規模のスペース（15m×15m程度、200～220㎡）として提

案されています。第１回目のワークショップでいくつかの使われ方の意見が

出ましたが、隣接するヒストリア宇部（225㎡）との役割分担などを踏まえて、

このホールの使い方について話し合いましょう。

① 市庁舎の中にあるので、ヒストリア宇部よりも公共性の高い利用内容
を優先すべきだと思う。

② ヒストリア宇部のイベントホールにはない設備や機能を備えたホール
として利用の幅を広げると良いと思う。

③ 利用料金や利用時間の点でヒストリア宇部のイベントホールと差別化
すべきだと思う。

④ 特に役割分担など考えない方が市民にとっては利用しやすいのではな
いか。

⑤ その他
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【情報提供：事例紹介】

14:55 【設問３】市民活動交流コーナーについて参考になる事例を紹介します。

15分 ・前回のワークショップでは、NPOのオフィスや市民活動支援・活動案内の場所

が多く出されました。これらを市民活動交流コーナーと名付け、市民活動団

体と市当局がお互い手探りで生み出していくスペースとして整理しました。

今後時間をかけて、市と市民が協働して市民活動を支援する交流の場を考え

ていきたいと思います。

・先行事例として長岡市庁舎の市民協働スペースの使われ方について情報提供

します。

① 市民協働スペースは、市当局と市民団体が協働で運営し、市民団体や
NPOの活動紹介やアドバイスが常時できるような場

② 予約なしで利用できる打ち合わせスペース、掲示スペース等があり、
多くの市民が気軽に利用できる場

③ 市民活動団体が利用できる専用ロッカー、コピー・印刷室などがあり、
活動団体の拠点となる場

休憩（10分）

【グループディスカッション】

15:20 【設問４】飲食・休憩スペースについてお聞きします。

30分 ・前回の意見を見ると、情報発信の場としてのレストランやカフェ等が欲しい

という要望が多く聞かれました。一方で市民が気軽に飲食できる休憩スペー

スを実現するには、周辺の民間店舗との共存など考えると独自の工夫が求め

られます。いくつかの事例を紹介しますので、市民が利用しやすく宇部らし

い食堂やカフェのアイデアだと思うものを選択してください。選択した理由

をポストイットに書いてシートに貼って下さい。

① できるだけ安く食事が提供できる食堂

② 値段は高めでもきちんとしたノウハウのある大手の業者に委託するレ
ストランやカフェ

③ 障害者団体やボランティア団体に雇用の場の提供も兼ねてお願いする
福祉カフェや子ども食堂

④ 毎日運営されなくてもイベント的に利用されるような調理スペース
（日替わりシェフ、セルフサービスカフェ、出前レストラン等）

⑤ その他
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15:50

ステップ３：市民活動支援機能・まちづくり拠点機能の全体についておさらいする

35分 ・ステップ２の検討結果も踏まえて、市民活動支援機能・まちづくり拠点機能

について全体でおさらいします。気になる点や提案をポストイットに書き出

してください。

・張り出し図面に集約して内容を全体で確認していきます。

16:25

ステップ４：まとめ

5分 ・感想カードを書いて下さい。

・次回の確認をします。


